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論文内容の要旨 
【目的】 
腫大リンパ節の診断においては画像所見のみでは診断困難であることも経験する. このよ
うな病変には, 超音波内視鏡下穿刺吸引法(以下 EUS-FNA)が治療方針決定において大きな助
けとなることがある. 腫大リンパ節に対する EUS-FNA の有用性を検討した. 
【方法】 
対象は, 2013 年 7 月から 2016 年 12 月までの画像所見のみでは確定診断困難な腫大リンパ
節に対して施行した EUS-FNA 症例. EUS-FNA における感度・特異度・陽性反応的中度・陰性
反応的中度・正診率(overall accuracy), また治療方針への寄与・偶発症について検討した.     
【結果】 
対象となったEUS-FNA症例は72例であった. うち8例が炎症や反応性腫大による良性であ
ると診断することができた. 診断において感度 95.3%, 特異度 100%, 陽性反応的中度 100%, 
陰性反応的中度 72.7%, 正診率(overall accuracy)95.8%であった. 転移リンパ節では
EUS-FNA を行うことで原発特定ができたが, 9 例は穿刺前の画像検査等で予想されていたもの
とは異なる組織診断となり, 治療方針変更となった. その他には, 病期診断できたものや, 
再発診断できたもの, また原発巣組織採取困難であったものを転移リンパ節から診断できた
ものがあり治療方針の決定に寄与することができた. 本検討において偶発症は認めなかっ
た. 
【結論】 
転移を疑うリンパ節に対する EUS-FNA は, 安全に施行することができ様々な目的において
施行し有用であった. 画像診断のみで鑑別困難な腫大リンパ節に対しての EUS-FNA は確定診
断や治療方針の決定に寄与することができる. 
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